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今日のポイント

1. デジタル時代におけるコミュニケーション、学
習者、学習の仕方、教師の役割の変化

2. デジタル教科書・教材のメリットと注意点

3. デジタルのメリットを生かす使い方が重要

デジタル世代

生まれた時からデジタルに親しんでいる世代（大体
2000年以降に生まれた子供・若者たち）



１．デジタル時代の変化



コミュニケーション活動の変化

デジタル・テクノロジーという道具を持つことにより、
行為・活動が変わる、広がる

テクスト・メッセージ、SNSで即時伝達性が加速

SNSで自らの社会ネットワークを超えた広い世界に発信

情報処理スピードも加速

情報処理のマルチモダル化

関係性の変化

「一対一」から「多対多」の関係性へ

デジタル・テクノロジーにより、空間上のハンディが軽減さ
れると同時に、力関係の違いが拡大する可能性も



学習者の変化
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小学生の大多数はすでにインター
ネットを使用している



学習方法の変化

同時並行型（平行処理）のプロセスを好む

マルチタスク

映像処理嗜好が強い

タイパ重視

高速視聴

単独からネットワーク嗜好

デジタル使用への能動性



教師の役割の変化
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教科書は単に「読む」だけもの
から、学習を発展させるために

「使う」ものに変化



デジタル教材・教科書の
メリットと注意点



ポイント1：何でもデジタル化すれ
ばいいというわけではない

OECD (2024)



ポイント2：スクリーン上の読みのメ
リット・デメリットを理解する

ニーズ：

スクリーン上の読みは、現代のデジタル時代の読みを反映
（マルチモダル処理）

デジタル世代では、デジタルでの読みを好む人が多い

理論上：マルチメディア学習の認知理論（Mayer, 2005)





実証研究：解読と読解において、全体的には差がない
(年代を問わず、主に英語での読みを対象、Clinton, 
2019; Singer & Alexander, 2017) 



ただし、
 （バトラー、2021；Clinton, 2019; Singer & Alexander, 

2017 など）、

テクストの長さ：英語では500語以上の場合は、紙が優位

読む目的：要点把握では差がないが、細部の情報を記憶
したり、推測したりしながら分析的に読む必要がある場
合には、紙のほうがパフォーマンスが高い

ジャンル：フィクションでは差がないが、説明文では紙
での読解が優位

多読では、スクリーン上の読みが効果が大きい

自己評価：デジタルでの読みのほうが、過大評価をしや
すい

読みのスピード：全体では差がない。ただし、テクスト
のみでは紙の読みのほうが時間がかかる。グラフやイラ
ストなどの視覚情報が付随している場合は、デジタルで
の読みのほうが時間がかかる。



ポイント３：小学校低学年では
認知処理能力との兼ね合いが重要

 絵やイラストなどの視覚情報がテクストの内容と一致しているか

 音響効果やバックグランド・ミュージックも子どもの注意を惹き
過ぎては逆効果

 ホットスポットやゲームも、ストーリー理解にはマイナス影響も
ありうる(Piotrowski & Krcmar, 2017)

 ハイパーリンクはアクティブな読みを促進する一方、リンクの数
が多かったり、階層化されていないと、読みに時間がかかったり、
理解度が低下してしまう可能性も

 小学生を対象に階層型ハイパーリングを活用し、テクスト全体の
構造を明確化することで、理解度を上げたという例 (Paulucci, 
1998)



ポイント４：デジタルの持つ個別
最適化の可能性

学習障害を引き起こす要因の補強にマッチ
すると効果を発揮する可能性

母語以外の言語で学校教育を受けている子
供たちへの有効性

習得度に応じた個別対応



デジタルのメリットを
生かす使い方が重要

デジタルは使い方次第



デジタル時代の要請にあった目標
設定の必要性

言語教育

従来のスキルベースの言語力理解から

デジタル時代に即したコミュニケー
ション能力



基本的言語知識

自律的言語
使用能力

社会的言語
使用能力

創造的言語
使用能力

デジタル時代に必要な
言語コミュニケーション能力

言語コミュニケーション能力

 言語を主としたマルチモダルの
媒体でのコミュニケーションに
必要な能力と定義

従来の言語コミュニケー
ション能力のとらえ方よ
り、ずっと広義の概念



教師の役割の変化に適応した使い方
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ただ、紙の内容
をデジタルに置
き換えただけの
使い方をしてい
ないか

デジタルはプロセス
を可視化しやすい

インターネットにつな
がることで、自主的・
発見型の学びに結び付
けやすい

ネットワーク型の学び



今日のまとめ

1. デジタル時代におけるコミュニケーション、
学習者、学習、教師の役割の変化

変化するニーズに沿った対応が重要

2. デジタル教材・教科書のメリットと注意点

メリットと注意点をしっかり理解する

3. デジタルのメリットを生かす使い方が重要

デジタル時代の要請にあった目標設定と指導
アプローチ
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